
 

 

 

 

 

学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「『認めあう 学びあう 鍛えあう』ふるさとを愛

し、未来を生き抜く、しなやかでたくましい生徒の育成」を達成

するため、授業改善を中心に取り組んています。 

特に、互見授業は「みとりと手だて」を明確にし、竹中小学校

と共に１学期に１１本の授業を行いました。さらに、研究主任が

指導案と成果と課題をまとめた冊子を作成しており、その内容

は、各教科の接続や道徳の授業の在り方など今後の指導に大いに

役立つものだと感じました。 

また、夏季休業中には、教務主任を中心に二豊学園分校との合同

研修会を企画し、教科指導や特別支援教育、個に応じた指導につい

ての学習会を行っており、深い生徒理解に対する思いが深まったこ

とでしょう。 

このような取組は、多くの学校にも参考になると思います。今後

とも、本校ならではの強みを活かした新たな企画や実践を、発信し

て欲しいと願います 

 

授業から学ぶ 
参観した全学級において、生

徒達が学び合うことを通して、

それぞれの考えを認め合いなが

ら、より良いものをつくろうと

していました。特に、１年生音

楽では、タブレット内にある思

考ツール（クラゲチャート）を

使用し、パートによる効果的な

学び合いと全体の交流が行わ

れ、タブレットの効果的な活用

の在り方を学びました。 

今後は、生徒による学び合い

の後は、挙手する生徒だけでな

く、全員が説明に参加するよう

な「鍛える場」の工夫をされる

と良いと思いました。 
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